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2) 官官勝.i'E要光彦の両氏は. r古典的帝国主義」とは異って. 2~年代のアメリヵでは財久消
費財産業を金融資本が把えた段階と把握され，そ"4持有の蓄積様式，競争形態が，景気信環，恐









3) U. S. 85th.， Congress 2d Se団 ion，U. S. Senate. Subcomm世田 onAntitrust & Monopo!y 
of the Committee on the }udiciary， Administered 1ろr-iced;Automobile， 1958， p.4 





















その 1つは 1904年の同業組合 theAssociation of Liccnscd Automobile 
Manufacturers (ALAM)の組織化である。 これは，その後，特許プーノレ制，
グロスヲイセYス制などを管理した theSociety of Automobile Engineers 
4) Alfred. D. Chandler Jr.， G悶 ntEntert門se;Ford， GM & Au加m品晶 Jndusl門.1964. 
pp. 95-96，内田忠夫他訳「競争の戦略」昭和45年， 152-153ベ一三人
5) E. D. Koennedy， The Au白勿回bileIndust;r;y， 1942， pp町一白1
6) R. C. Epstein.， The Automobile Indust'γy， Its &onomic & Commerc日~l Development， 







Automobile Chamber of Commerce (NACC) 









1.25 %の特許料を電気向動第 l 我等は，
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その収益は， 2: 1: 2の比率で，
電気自動車会社，
7) Allan Nevins， Ford， the Time， the Man. the C町lPany，1954， p.293なお， 1908年6月
以降. 1. 25弘の特許料は0.751もに改訂された“







ALAMに対抗して，フォ ドは1907年に theAmerican Motor Car Manu-













すること」めこの「危険プール」方式の安定化計画は， 190B年のピョ ν ク， フ
ォー ド， レオ，マヅクスウ zノレ・プリスコを核色する大連合計画では，フォー
ド，オーノレズの300万ドル現金要求により流産し，次いで計画されたピ z ツク，
マ少グスウエノレ・プリスコを核とするイ Yターナショナノレ，モーターズ構烈で
8) lbid.， pp. 435-440なおセルデγ裁判闘争の意議については， 岡田賢， ALAM対フォー
ド自動車， r経揖論叢 l第94場第 1号。
9) L. H Seltzer， A Fillancwl Hist01ッofthe American Autonwbile lndust叩'， 1928，p 
321<び P.36 
46 (46) 第111巻第l号
は， J. W.パーキンスなど J&Pモノレガγ商会の承認のもとにすすんだか，
「他ならぬ F.L ステットソ γ 〔モルガン代理人 引用者)が，新計画の完成
を}g否したJ10)結果， GMCo.，及び USモーター〔フィア λ コ〉にそれぞれ結
品した。創設されたGMにより， フォードへの再度の買収計画が中L込まれた
が，フォ ドの 800万ドルの現金要求と， これにみあう銀行集団の支持が与え
られず不成功だった。
当時，銀行集団の新興自動車産業への対応は， I消極的」だった。たEえば，
「危険プー ノレ l方式として展開された GMや USM(フィアスコ)のコンビネ















以上のような諸条件に対抗し I公正な競争」を標傍したフォードは， 1907 
年，単一車種方針を決定し，所謂「低価格と高能率」政策を主張した。その主
10) Ib昭'd.， p. 35 
11) Ibid.. pp_ 166-170 

















りの低位さと販売量による補完. (3)広告， 販売， 間接費の圧縮と量産による
第2表価桔クラλEI]7ォ ドの原価分析表
!ソォードクラス| 1000クラλ 2000クヲメ、 4000クラス
原料，労働|事担o(附)I …11…ω1 1900 (47%) 
l 販売| 100 ο0%) I 250 (盟%)I 550 (14%) 
小売1 お0何%)1 5凶 (25 %) I 1200 (30%) 
製造者利潤 100 (1R%) 100 (1伽| 350 ( 9%) 
消費者へ「車問コスト
出所) Allan Nevins目 Ford.the Tbne， the M町z，the Company， 1954， p.651 
12) Al1回目eVIsS 噌 czt.，ロ 352

























13) Ibid.， p. 488. 
14) J. B. Rae， The Ameriιan Automobile; A B円'efHistory， 1965， p. 59，岩崎玄他訳「ア
メリカの自動車J昭和44年， 83へージ，及びAmerica万 AutomobileJ¥.品川-tfai:tu同町 The
First Forty Years， 1959， pp. 105-106 
フォード低価措政策形成田意義 (49) 49 
式」即の現実化という点に対応した低価格政策の内部統制手段の発展である。
自動車製造業者は，その初期から，原料・部品・アクセサリー供給メーカー























15) L H. Seltzer， op. cit.， pp. 267-27{) 
16) H. B. Vanderblue， ~Prici暗 Polices In出e~AutOll日。bile Industry， Ha町 'ardBusiness 
Revu凹" VoL 17， No. 4， Summ日 1939，p. 386 




























17) Ibid.， pp. 387 











年 次 1912 1917 1923 1926 
プ オ ド 785，432 1，442，950 
(シェア) % (20.8) ( 41.9) (51.2) (32.6) 
G 798，555 1，234，850 
戸、チュードベーカ 28，523 42，357 145，167 111，315 
ダ ヅ ジ ------一一一一一平 90，000 179，505 331，764 
ウィリ fオーバー 22，548 130，988 196，038 179，103 ランド
マックス'ンェ'"二~ 81，667 67，374 175，020 クライスラー
ノ、 ド ソ :ノ 5，449 21，320 88.184 244，667 
レ オ 6.342 30.246 31，880 34，542 
パッカード 4，559 19，475 22，930 34.000 
ナ ツ シ エ 一ー一一一一一 12，179 55，569 137，376 
10 社合 1，416，783 3，925，587 
シ エ ア (51.7) (70.6) I (90.1) (88.6) 
全 体 i 4，0'干9，992 4，428，286 
出所) L. 11. Seltzer， A Financial History of the American Aut，田畑みiJelndusかでy1928. 
p. 57. (一部修正)
18) K マルクス「経済学批判要綱(草案)J高木章二郎訳， 460ベー ジ。

























19) C. C. Edmond， Tendencies in the Automobile Industry， The Ame円canEconamic 
氏目iew，voJ. 13， No. 3， 19l3. p. 441 
20) フォ ドシステムの労働過程の反作用についての研究は， R. W. Dunn， Labor and Autか
mobile， 1':1lJ， p 抽以七
21)' L. H. Selt配 r，op. cit.， p. 102 
















I 機 械 係 39 、 12，332 68 (増大)
E 組 立 ユニ 40 4，631 66 (み〉
E 熟練工〈平職〉 34 2，360 最高 84 
結な論し減的テー 少タN 検査，試験係 31 4，043 61 
V 補助要員 23 653 56 " 
11 雑役一般労働者 24 2，307 最低 46 減 少
出所) Charles E. Reite!， Machinery and Its Effect upon the Wo品目sin the Automotive 
Industry， The Annals of t加 AmericaJ包A四品別.yof Poutical and晶 cialSaence， 
Vol. CXVI. No. 205， 1924， p.40 
第 2に，部品供給業者との関係では，競争入札や購入制度を意識的に活用し，
価格を切り下げさせ，その価格内容を知り尽してしぺ活動をすすめ，さらに，
22) C. E. Reitel， Machinery & Its E任配tupon the Worke四 inthe Automotive Industry， 
the A肌 alsof the American Academy of Political and品'ocial&ie町 e，Vol. CXVI， 
No. 205， 1924， p. 38 




あって，たとえば， 100万のラ Yプ 12日0万のヒクコリ材の購入で最高の値引
きを得た。現金購入が実施される時はと〈にきわだっていた。 1913年，アメリ
カン・トップ社 (AmericanTop. Co.)， ビューデヅト・ボディ社 (Beaudette
Body Co.)， ホーレイ・キャブレタ一社くHolleyCarburetor)の全生産額を購入
し，主主除Lの手会社にくみこんだ。また， ファイアスト-:/・タイヤ・ゴム社














ALAM改組後の NACCは 1915年に特許の相互実施権供与協定 (cross-
licensing)を締結し， 一定の特許プールの発展を示した。 だが，その技術部の
SAEの部品に関ずる規格化では，小メーカーの 括規格化要求にたいし. 自
23)都市，農村への再編成への膳響等についτ，R. C. E戸.tein，噌 cit.，pp. 7-17. 
24) A. Nevins. op. cit.， pp. 492-493 
25) Ibi瓦， p. 49'L 
























26) J. B. Rae， ot. ci伝.p. 80 
27) Ib起， p. 287特許 A.B申区分のもと61全員， 547特許よりなったが，フォー ドが正式に参
加したのは.1956年であるo TNE巴.Hearings 1¥ゐ 2.Patents; Auto明obileln品 stry，pp 
55-58書照図
28) A. Nevins， o.ρcit.; p. 507 
29) Ibid.， p. 499. 

























きて，この分工場のフラ γ手・ 7 ネージャーは rあらゆるところで特定地
域内の販売にかんする一般的統制を担当するように設定され，ディーラーや版
31) Nevin~ &. HII， Fnrd; R.中出tsionand Cha1lenge， 1957， p. 255. 
32) A. Nevins.噌 .cit. p. 501 
出) 1.ゐid，pp. 407-40.9 





会計年次 総販売品(ドル〉 分工場販売両〈ドル〕 % 
1909. 9. 30 9，041，290.55 5，528，024.53 62.2% 
10. 9. 30 16，711，沼9.45 11，181，998.88 66.9% 
11. 9. 30 24，656，767.75 17，111，888.87 69.4% 
12. 9. 30 42，477，677.22 30，888，135.05 72.7% 
13. 9. 3日 89，108，884.56 70，251，786.78 78.8% 
14. 9. 30 119，489，316.99 95，124.724.67 79.6% 
15. 7. 31 121，130，859.63 104，622，232.68 86.4% 
16. 7. 31 206，867，327.46 181，628，851.43 87.8% 











すなわち，第4に， 1912年末までには， フ方 ドの販売組織として， 人口
4000人以上のすべての町 (2口00) と全ての都市に販売代理庖を網羅し， 1913年
には約7000のディーラー組織を系列化した。
34) Ib試， p.402. 







のちに， 来 ドセンなどとともにGMに転じたホ キンスが指悔したディ
















(2) ノレ ジュ計画と同族支配形態 (1915-1919年〉
35) Ibid.， pp. 403--404 




































38) L. H. Seltzer I op.叫ん v.100.
60 (50) 第111巻第1号
シン社 (West町 nScrew Machine Co.)から， 1000個当り50ドルで購入していた
ボノレトは， ζの方式によれば， 8.70ドルのコストで生産され， その年間の節約
は， 60万ドノレ近かったという。このような形態の節約は， トランλ ミグショ:/，
スプリング・ロッド等に及んだ叫。


















には 500万台水準から 1000万台水準に達したフォ ド車のλベア部品市場の意
義は，ポスト Y ・ニューズ・ピュ ロ (Il田[0且 New!SB開閉，)の試算が示し
39) Ib試， p. 101 
40) A. Nevins， op. cit.， p.476， Rび R.C. Epstei町 op.cit.， p.50-57. 
41) Nevins & HI:I， 0.ρcit.， p.204 
42) A. Nevins，噌 cit.，p. 491 











格切Tげ。④ H フォードの会社支配α ③博愛主義的目的のための株主利益
の犠牲。@自動車産業の独占的意図，等々叫。 乙れにたいし，同年12月9日，








フォードは. フォード・モ タ一社(ミ γガγ〕からの辞任を発表し. 別会社
の設立の脅しで小数株主の株を買収し，小数株の購入とその資金調達のために，
2つの持株会社， ヘンリー・フォード & サ Y社 (HenryFord & Son Inc 
New York) とイースタン持株会社 (EasternHoldi唱 Co.Deraware)を組織した。
19年7月9日に創設されたデヲウェア社は 6日後，ボYド&!!ッドウィ γ
4:1) Nevins & Hill， ot. i:it.， p.267 
44) L. H. Seltzer， ot. cit.， p.104 
G2 (62) 第 111者措 1号
社(Bond& Goodwin)， チエー ス・ナヨノ忍ナノレ銀行， (the Chase National Bank)， 














45) Ibid.， pp. llO-114 
46) Nevins & Hill. 0.少 cit.pp. 202-2回
